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野生鳥獣による農林業被害は中山間地域を中心に深刻

化している1). ニホンジカ �以下, シカ：�������������
についても, その生息域が年々拡大し, 被害は従来の林

業分野を中心にしたものから, 農業全般 �水田, 畑地,
牧場採草地など�へと拡大している1�3�. 鹿児島大学農学
部附属農場入来牧場 �以下, 入来牧場：薩摩川内市入来
町浦之名大谷�は標高約500ｍの山間部に位置し, 周辺
を八重鳥獣保護区に囲まれる形で立地している. そのた

め, 冬から翌春にかけて多数のシカが夜間, 採草地に侵

入し, 牧草の盗食を繰り返しており, 肉用牛飼養に甚大

な被害を及ぼしている.

農林業におけるシカの被害防止については, ネットや

金網など物理的侵入防止柵や電気柵の設置, 忌避剤の利

用などが行われている3�. 小野山ら7�はエゾシカによる
農作物被害の実態と防除法についてアンケート調査を行

い, 網, 爆音器, 忌避剤に比べ, 電気柵による防除効果

が大きいと報告している. しかしながら, 牧場採草地に

おけるシカの侵入防止法について検討した例は少なく,

省力かつ効果的な侵入防止技術の確立が強く求められて

いる.

本研究では, 牧場採草地へのシカの侵入防止法を確立

する上での基礎的知見を得ることを目的とし, 入来牧場

におけるシカの出現頭数の季節的変化を明らかにすると

ともに, 防護柵の設置が採草地へのシカ侵入頭数に及ぼ

す影響について検討を行った.
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本研究は2005年５月～2006年４月にかけて入来牧場�148���内の採草地��8���および��7�4���で行われ
た. 採草地�および�では肉用牛向けの飼料生産が行
われており, ６～８月にかけてはヒエ ������������������������������, ９～５月にかけてはイタリアンライ
グラス �����������������������がそれぞれ栽培されて
いた.������
採草地�および�の周囲には高さ120㎝の金網 �網目

15×15㎝�が張られており, これらの金網にネットある
いは電線を併用する形の防護柵 �以下, 金網・ネット併
用柵および金網・電線併用柵�をそれぞれ設置した �図
１�. 金網・ネット併用柵 �高さ約175㎝�は, 金網の上
部に高さ90㎝のネット �網目0�15×0�15㎝�を一部重ね
たものであり, 2006年１月６日に採草地�の周囲に設
置した �以下, ネット区�. 2006年１月12日には, 採草
地�の周囲に金網の上部に10㎝間隔で３段の電線を張っ
た高さ約140㎝の金網・電線併用柵を設置した �以下,
電柵区�.
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１�シカの侵入状況
採草地およびその周辺におけるシカの侵入状況を把握

するために, スポットライトセンサス法10�による調査を
毎月 �2005年６月を除く�, 日没後 �20：00～21：00�お
よび夜明け前 �5：00～6：00�に行った. 調査は入来牧
場の管理棟を出発地とし, 採草地�およびＢを回る調
査コース �約４㎞�を設定し, 管理棟から採草地への移
動を含む全行程で確認されたシカの頭数を記録した.

12～２月にかけては, 夜明け直後 �6：30～7：00�に
採草地内でシカの侵入を確認した場合にはデジタルビ

デオカメラで追跡録画し, さらに日没直前 �17：30～
18：00�, 電柵区内にデジタルビデオカメラ２台を定置
して, シカの採草地への侵入状況やその行動を観察した.

２�侵入防止柵の破損状況
ネット区および電柵区における防護柵の破損状況 �ネッ
トの弛み, 電線の弛みや断線および柵の基部に生じた間

隙の数�を柵設置から45日目にそれぞれ調査した.

�����������������������������
採草地およびその周辺におけるシカの出現確認頭数を

図２に示した. 年間を通じてシカが入来牧場内に侵入し,

その数は１～３月にかけて大幅に増加することが明らか

になった. ピーク時の２～３月には一晩に200頭近いシ

カの侵入が確認された. 確認されたシカの群れは成オス

のみ, 成メスのみ, 成メスに子ジカや成オスが混在する

ケースが見られ, 群れのサイズは２～30頭であり, それ

以上の時もあった.

一般にシカは昼間, 森林域におり, 夜間に農耕地など

の開放的な環境へ侵出するとされており1�, 本研究でも
シカは日没後, 牧場内に多数出現した. シカの出現確認

頭数が１～３月にかけて急激に増加した原因については,

シカの飼料資源である林床もしくは林地周辺の草本植物

の同時期における量的減少が深く関与しているものと推

察された. 同時に, シカの牧草盗食による飼料生産への

悪影響が懸念され, 今後は牧草への被害状況についても,

シカ侵入頭数などと関連づけて正確に把握する必要があ

ると思われた.

鹿児島県内におけるシカの生息地域は出水山地, 国見・

霧島山地, 八重山山地および種子島の４つに大きく分け

られ, 入来牧場が位置する八重山山地 �478��には
2004年の時点で3�979頭が生息していると推定されてい
る4�. 鹿児島県ではシカによる農林業被害の軽減を目的
に, シカの猟期の１ヵ月延長 �11月から翌年３月まで�
や捕獲数を緩和 �１頭�日�人の規制をオス１・メス１の
２頭に緩和�することでシカ生息密度の大幅な低減を試
みているものの, 2004年においては個体数管理目標であ

る適正生息密度１～５頭�� 3�を上回っているのが現状で
ある. シカの行動範囲には地域差があるものの, 西日本

に生息するシカでは0�5～2�0�とされており, それほど
広くないことが明らかになりつつある3�5�. このことから,
２～３月のピーク時には200頭近いシカの侵入が確認さ

れる入来牧場 �総面積1�48��周辺のシカ生息密度は八
重山山地の中でも極めて高い可能性が示唆された.���������������������
図３はネット区ならびに電柵区の柵設置前後における

シカ侵入頭数の変化を示したものである. 両区ともに,

入来牧場へのシカの出現確認頭数の増加 �図２�と合わ
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せて侵入頭数も増加し, 防護柵設置の効果は認められな

かった.

シカの農地への侵入防止については, ネット, 漁網,

金網フェンス, 電気柵などの柵の設置が有効とされてい

る1�. 小野山ら7�は, 飼育シカを用いた電気柵に対する
行動反応の観察結果から, くぐり抜け防止を目的に地上

90㎝の高さに網を張り, その上に電線を張った併用柵の

効果が最も高かったと報告している. しかしながら, 本

研究では金網とネットあるいは電線を併用する形の防護

柵 �金網・ネット併用柵および金網・電線併用柵�を採
草地周囲に設置したものの, 十分な侵入防止効果は得ら

れなかった �図３�.
池田2�はステンレス線入りのネット �高さ150～180㎝�

を周囲に設置した造林地へのシカの侵入経路について,

足跡や柵の破損状況からその大半がネットの基部に生じ

た間隙からの通り抜けであったと推察しており, 尾崎8�
も同様な報告を行っている. 本研究においても, １月24

日の電柵区における調査 �18：00～19：00�で日没直前
に金網・電線併用柵の基部に生じた間隙 �約35㎝四方�
に成オス �有角�が器用に頭部を潜り込ませ, 匍匐前進
をして通り抜ける様子がデジタルビデオカメラにより確

認された �図４�. シカの侵入防止を目的にネット, 金
網などの柵を使用する場合, 上述したシカの通り抜けを

防ぐために柵の裾部に間隙が生じないよう杭などで押さ

えることの重要性が指摘されている3�9�. 本研究において
も, 柵設置時に柵の基部に生じていた間隙を長さ約30㎝

の杭を用いて塞いだものの, 試験開始から45日目には,

ネット区および電柵区ともに多くの箇所で柵の破損が認

められ �表１�, ネットや電線の弛みだけでなく, 金網
の基部が杭とともに持ち上がり, 間隙が生じているケー

スが多くみられた.

シカ侵入防止を目的とした柵の中でネット, 漁網, 金

網などは物理的な防除法に分類され, コスト, 耐久性,

設置の難易度などの違いがあるものの, 設置に際しては

網目の大きさは15×15㎝以下のものを使用し, シカの高

い跳躍能力を考慮して高さは２ｍ以上にすることが推

奨されている3�6�. 本研究においても, １月13日の早朝�6：00～7：00�に電柵区に侵入した成シカ８頭 �すべて
オス�が約50ｍ離れた観察者に気付き, 高さ140㎝の金
網・電線併用柵を軽々と飛び越え, 採草地外へ逃げ去る

姿が観察された �図５�. しかしながら, 観察者の姿に
気付く直前には９頭の成シカ �オス８頭, 性別不明１頭�
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が電柵区を半分に仕切る形で設置していた３段の有刺鉄

線 �高さ45, 75および105㎝�を角が当たらないように
頭を最下段 �45㎝�の有刺鉄線の下に潜り込ませ, 匍匐
前進しながら通り抜ける様子が８頭で観察された �図６�.
電柵区でシカが示したこの行動 �図６�と前述した電柵
区へのシカの侵入状況 �図４�から, 農地などに設置さ
れた防護柵に対し, シカは池田の報告2�と同様に飛び越
えるのではなく, むしろ柵の基部に生じた間隙から, あ

るいは小さな間隙を押し広げながら通り抜ける可能性の

高いことが示唆された.

以上より, 入来牧場内に出現したシカの頭数が多かっ

たことから, 有効な侵入防止法の確立が緊要であること

が明らかになった. 本研究では金網・ネット併用柵なら

びに金網・電線併用柵を用いてシカの侵入防止に取り組

んだものの, ともに地面から120㎝の高さで設置した金

網の基部に多くの間隙が生じ, シカの侵入を防ぐことが

出来なかった. このことから, 防護柵の設置においては,

柵の基部にシカが通り抜けるような間隙を作らないこと

が重要であると思われる. また, 金網・電線併用柵につ

いては通電による電気刺激をシカに嫌悪学習させる必要

があり, 本研究の結果をみる限りではシカに対し十分な

電気刺激が与えられなかった可能性も考えられた. 今後,

シカの行動特性を考慮し, ネットや電気柵など防護柵の

より効果的な設置方法について検討していく必要がある.� �
牧場採草地へのシカ侵入防止法を確立する上での基礎

的知見を得ることを目的とし, 入来牧場におけるシカの

出現頭数の季節的変化を明らかにするとともに, 採草地

における防護柵の設置がシカの侵入に及ぼす影響につい

て検討を行った. 防護柵には高さ120㎝の金網の上部に

ネット �175㎝, ネット区�あるいは電線 �140㎝, 電柵
区�を併用した. 得られた結果は以下のとおりである.
１�シカは年間を通じて入来牧場内に侵入し, ピーク

時の２～３月には一晩に200頭近いシカの侵入が確認さ

れた. ２�ネット区および電柵区ともに柵設置後にも侵
入シカ頭数の増加がみられたことから, 防護柵による効

果は認められなかった. ３�柵設置45日目において, ネッ
ト区および電柵区ともに多くの箇所で柵の破損が認めら

れ, ネットや電線の弛みの他に, とくに金網の基部にシ

カが通り抜け可能な多くの間隙が生じていた. したがっ

て, シカの行動特性に考慮したより効果的なシカ侵入防

止法の開発が緊要である.����
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